
社会社会 6年6年

公の助けを得る

阪
は ん

神
し ん

 ・ 淡
あ わ

路
じ

大
だ い

震
し ん

災
さ い

からの復
ふ っ

旧
き ゅ う

 ・ 復
ふ っ

興
こ う

1995（平
へい

成
せい

7）年に発生した兵
ひょう

庫
ご

県南
なん

部
ぶ

地
じ

震
しん

は，多くの命と財
ざい

産
さん

をうばいました。人々は自分の力

で生活を立て直すことを原
げん

則
ぞく

とし，ときにはたがいに助け合い，行
ぎょう

政
せい

の助けを得
え

ながら復
ふっ

興
こう

の道を歩

んできました。

ここでは，行
ぎょう

政
せい

のはたらきについて学び，復
ふっ

旧
きゅう

・復
ふっ

興
こう

の道のりについて考えてみましょう。直　後

直後から

数年後

　地
じ

震
しん

の直後，多くの住
じゅう

民
みん

がくずれた家屋の下じきになり，広い

地
ち

域
いき

で火
か

災
さい

が発生しました。

　ひ災
さい

した地
ち

域
いき

の消
しょう

防
ぼう

隊
たい

は，ひ害
がい

の小さかった地
ち

域
いき

や全国からの

応
おう

えんを得
え

ながら救
きゅう

命
めい

・救
きゅう

助
じょ

活動を行いました。

　地
じ

震
しん

から１か月ぐらいたつと，ライフラインや道路の復
ふっ

旧
きゅう

が進

み，学校や仕事も元にもどってきます。家屋のひ害
がい

がなかった人

は安全がもどったように感じ始
はじ

めることができました。

　１４３０万トンのがれきがうめ立てなどに使われました。復
ふっ

旧
きゅう

が終わり，自分をひ災
さい

者と意
い

識
しき

しない人も多くなってきました。

復
ふっ

興
こう

に際
さい

しては，住
じゅう

民
みん

と行
ぎょう

政
せい

が話し合い，地
じ

震
しん

に強い街
まち

づくりが

進められました。

　地
じ

震
しん

では，多くの建
たて

物
もの

がたおれ，家を失
うしな

った人がたくさん

いました。行き場をなくした人々は，近くの小学校などのひ

難
なん

所
じょ

に身を寄
よ

せました。ピーク時には，約
やく

１２００か所のひ

難
なん

所
じょ

に，約
やく

３２万人がひ難
なん

しました。

　震
しん

災
さい

からの復
ふっ

興
こう

で欠
か

かすことができないのが，

家を失
うしな

った人の住
じゅう

居
きょ

の確
かく

保
ほ

です。仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

等の不
ふ

自由な生活をしいられているひ災
さい

者の生活を一
いっ

刻
こく

も早く再
さい

建
けん

するため，災
さい

害
がい

復
ふっ

興
こう

公
こう

営
えい

住
じゅう

宅
たく

の建
けん

設
せつ

が

進められました。

1か月後

1年後

消
しょう

防
ぼう

隊
たい

の救
きゅう

命
めい

・救
きゅう

助
じょ

ひ難
なん

所
じょ

の運
うん

営
えい

災
さい

害
がい

復
ふっ

興
こう

公
こう

営
えい

住
じゅう

宅
たく

の供
きょう

給
きゅう

ライフラインや道路の復
ふっ

旧
きゅう

，学校再
さい

開
かい

がれきの処
しょ

理
り

が終りょうし，復
ふっ

興
こう

へ

半年後

　震
しん

災
さい

発生のわずか３日後から，仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

の建
けん

設
せつ

が行われまし

た。８月には約
やく

４万８千の仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

が完
かん

成
せい

したことにより，ほ

とんどのひ難
なん

所
じょ

は閉
へい

さされました。

　このころには多くの人にとって，住まいの問題も解
かい

決
けつ

し，生

活が落ち着いてきました。

仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

の設
せっ

置
ち

（仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

に入
にゅう

居
きょ

した人は，ひ災
さい

地全体の約
やく

1.7％でした）

（写真提供　神戸新聞社）

（写真提供　神戸新聞社）

（写真提供　神戸新聞社）

（写真提供　神戸新聞社）

（写真提供　神戸新聞社）

「防
ぼう

災
さい

に関
かん

する標
ひょう

準
じゅん

テキスト知
ち

識
しき

編
へん

」（内
ない

閣
かく

府
ふ

）などを参
さん

考
こう

に作
さく

成
せい

（写真提供　人と防災未来センター）

1か月後

行
ぎょう

政
せい

は，住む場所の確
かく

保
ほ

に大きな役
やく

割
わり

を果
は

た

してくれたね。

得 救命 救

消
しょう

防
ぼう

隊
たい

がすぐに来られなかった地
ち

域
いき

では，住
じゅう

民
みん

が力を合わせて家屋の下

じきになった人々を助けたのよ。

か せつじゅうたく にゅうきょ さい やく

仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

などでは，だれにも気
き

付
づ

かれ

ずに高れい者らが独
ひと

りきりでなくなる

「こ独
どく

死
し

」の問題も起こったんだよ。

街
まち

並
な

みは数年できれいになっ

たけど，家族や住むところを

失
うしな

った人たちにとって，復
ふっ

興
こう

は長い道のりになるね。

2〜3週間後

1年後

半年後

地震発生直後
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社会 6年

公の助けを得る

正
せい

確
かく

な情
じょう

報
ほう

を早く知る
　大

おお

地
じ

震
しん

が来て停
てい

電
でん

が起こると，わたしたちは

テレビやインターネットといった情
じょう

報
ほう

を得
え

る手
しゅ

段
だん

を失
うしな

います。このようなとき，わたしたちは

どのような情
じょう

報
ほう

を何から手に入れればよいので

しょう。

　大
おお

地
じ

震
しん

の後，まず知りたいのは，今いる場所

にいて安全なのか，どこの病院ならしん察
さつ

が受

けられるかといった命に関
かか

わる情
じょう

報
ほう

でしょう。

停
てい

電
でん

でテレビが映
うつ

らず，インターネットもつな

がりにくくても，ラジオはほぼ受
じゅ

信
しん

でき，阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

のときも活
かつ

躍
やく

しました。

　町の防
ぼう

災
さい

無
む

線
せん

は，津
つ

波
なみ

の高さなどを放送する

かもしれません。ただ，行
ぎょう

政
せい

の想定すらこえた

東
とう

北
ほく

地方太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

地
じ

震
しん

では，実
じっ

際
さい

に来る津
つ

波
なみ

よ

り低い津
つ

波
なみ

が来るとの放送がなされた地
ち

域
いき

もあ

ったそうです。最
さい

後
ご

にたよりになるのは，日ご

ろの防
ぼう

災
さい

訓
くん

練
れん

や防
ぼう

災
さい

教育できたえた自分自身の

判
はん

断
だん

力
りょく

です。

　次に知りたいのは家族の安全でしょう。電話

がつながりにくいときは，Ｎ
エヌ

Ｔ
ティー

Ｔ
ティー

やけい帯
たい

電話

各
かく

社
しゃ

の災
さい

害
がい

伝
でん

言
ごん

板
ばん

などを使って連
れん

らくをとるこ

とを考えましょう。

　少し落ち着くと，ひ害
がい

の全体像
ぞう

を知りたくな

ります。テレビやラジオ，インターネットは

刻
こく

々
こく

と新しい情
じょう

報
ほう

を発
はっ

信
しん

するでしょう。阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

のとき，神
こう

戸
べ

新聞は京
きょう

都
と

新聞の協
きょう

力
りょく

を

得
え

て，地
じ

震
しん

当日の夕
ゆう

刊
かん

をひ災
さい

地に配りました。東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

のとき，石
いしの

巻
まき

日
ひ

日
び

新聞は，手書きの

かべ新聞をひ難
なん

所
じょ

に張
は

り出しました。近所の人も重
じゅう

要
よう

な情
じょう

報
ほう

源
げん

ですが，大
だい

災
さい

害
がい

の中で混
こん

乱
らん

してい

る場合もあるので，まちがった情
じょう

報
ほう

にまどわされないようにしましょう。

Ｎ
エヌ

Ｔ
ティー

Ｔ
ティー

災
さい

害
がい

伝
でん

言
ごん

ダイヤル「171」やけい帯
たい

電話各社の「災
さい

害
がい

用伝
でん

言
ごん

板
ばん

」（震
しん

度
ど

６以上の
場合）で，家族間の安全確

かく

認
にん

ができます。

災
さい

害
がい

用伝
でん

言
ごん

ダイヤル等の体
たい

験
けん

期間
◦毎月１日・１５日
◦防
ぼう

災
さい

週
しゅう

間
かん

　など
※しょう細は各電話会社のホームページで確

かく

認
にん

。

災
さい

害
がい

時に家族と連
れん

らくする方法

災
さい

害
がい

に係
かか

る費
ひ

用
よう

の負
ふ

担
たん

阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

の経
けい

験
けん

をふまえ，完
かん

成
せい

した交流型
がた

仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

地
じ

震
しん

か，震
しん

災
さい

か

　災
さい

害
がい

に係
かか

る費
ひ

用
よう

は基
き

本
ほん

的
てき

にひ災
さい

した県や市町の負
ふ

担
たん

とされています。

　阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

の際
さい

，国は救
きゅう

命
めい

・救
きゅう

助
じょ

やひ難
なん

所
じょ

の運
うん

営
えい

，仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

の設
せっ

置
ち

といった応
おう

急
きゅう

の費
ひ

用
よう

のほと

んどを負
ふ

担
たん

するなど多大な支
し

えんを行いました。し

かし，兵
ひょう

庫
ご

県やひ災
さい

した市町の復
ふっ

旧
きゅう

や復
ふっ

興
こう

の負
ふ

担
たん

は

大きく，今も費
ひ

用
よう

の返
へん

済
さい

を続
つづ

けています。

阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

で高れい者のこ独
どく

死が起こったことを

ふまえ，東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

の際
さい

は，住
じゅう

民
みん

が顔を合わせやすい仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

が建
けん

設
せつ

されました。げん関
かん

を向かい合わせにし，通

路を屋根付
つ

きウッドデッキでつなぐとともに，スタッフが

朝夕のじゅん回を行うなど，入
にゅう

居
きょ

者
しゃ

のこ立を防
ふせ

ぐくふうが

なされています。

　「地
じ

震
しん

」と「震
しん

災
さい

」は厳
げん

密
みつ

に区
く

別
べつ

しなければなりませ

ん。家屋の倒
とう

壊
かい

，火事，それにともなう多くの人命や

財
ざい

産
さん

のそう失
しつ

。この「阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

」を引き起こ

したのが「兵
ひょう

庫
ご

県南部地
じ

震
しん

」になります。

　「震
しん

災
さい

」の大きさは，地
じ

震
しん

の大きさだけでは決まりま

せん。例
たと

えば，兵
ひょう

庫
ご

県南部地
じ

震
しん

と同等の鳥
とっ

取
とり

県西部地
じ

震
しん

では死者はゼロでした。また，東
とう

北
ほく

地方太
たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

地
じ

震
しん

の際
さい

は，防
ぼう

潮
ちょう

堤
てい

のない地区の住
じゅう

民
みん

全員が１０分でひ

難
なん

した例
れい

もありました。震
しん

源
げん

の位
い

置
ち

に加
くわ

え，建
たて

物
もの

の強

さ，住
じゅう

民
みん

の危
き

機
き

意
い

識
しき

など「社会の防
ぼう

災
さい

力
りょく

」が高けれ

ば，地
じ

震
しん

のひ害
がい

をおさえることができるのです。

阪
はん

急
きゅう

伊
い

丹
たみ

駅
えき

神
こう

戸
べ

市兵
ひょう

庫
ご

区

ひ難
なん

住
じゅう

民
みん

の行動実
じっ

態
たい

調
ちょう

査
さ

（神戸市都市問題研究所）

▲地
じ

震
しん

当日の神
こう

戸
べ

新聞（1995年1月17日の夕
ゆう

刊
かん

1面）
（提供　神戸新聞社）

住民の情報入手
じゅう みん じょう ほう

近隣の人たち

ラジオ

テレビ

新聞

行政

1～2日1～2日 3～6日3～6日
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7日以降7日以降

きん りん

けい  か

い  こう

ぎょうせい

（％）

阪
はん

神

復
ふっ

 旧
きゅう

復
ふっ

 興
こう

（写真提供　神戸新聞社）

（写真提供　岩手日報社）

（写真提供　人と防災未来センター） （写真提供　神戸新聞社）

（写真提供　神戸新聞社）

読んでみよう

2011（平
へい

成
せい

23）年の東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

からの復
ふっ

旧
きゅう

・復
ふっ

興
こう

に際
さい

しては、復
ふっ

旧
きゅう

・復
ふっ

興
こう

までふくめて国が費
ひ

用
よう

を負
ふ

担
たん

し，ひ災
さい

地の負
ふ

担
たん

を軽くすること

になりました。

地
じ

震
しん

直後 地
じ

震
しん

直後

5756


